
2024年 11 月 2024年 11月(803) 32 (802)
※２〜７㌻、特記外、はがき・カバー類55％、切手類85％縮小。

　11月１日（金）〜３日（日・祝）の３日
間、浅草の東京都立産業貿易センター
台東館で開催されるJAPEX2024。注
目を集める企画出品『 菊切手発行125
周年』＆『2025年日韓国交正常化60周
年「韓国切手展」』の見どころを、会場
での展示に先駆けて紹介します。   （編）誌上予告！

『菊切手発行125周年』

『菊切手の使用例』
（斎 享氏）より

『菊切手
1899年〜1908年』
（藤波誠治氏）より

『Japan Chrysanthemum Series1899-1910』（村山廣祐氏）より

『日本 普通切手1899-1908 菊切手と加刷切手』（古家美和氏）より

▲菊切手２銭単貼無封書状／神田43.8.6。
日本最古となる和文ローラー印が押され
たカバー。

▶菊切手15銭２枚貼書留別配達便／金沢43.10.27。受取人は講道館の創
始者・嘉納治五郎（1860-1938）で、差出人は富山や石川、静岡、長崎の
県知事を歴任した李家隆介（1866-1933）。

▲菊切手25銭単貼書留書状／羽後・秋
田34.12.18。第４コーナーの美しい
25銭切手が貼付されたカバー。［50％］

▲菊切手の中で最も有名な目打
バラエティとなる50銭切手の櫛
型12×121/2目打。［原寸］

◀菊切手15銭未使用後期印刷の
銘版付きペア、櫛型13×131/2

目打。［90％］

▲菊切手支那加刷の完全な形の切手帳は残されておらず、ペーンのみでも大変稀少。［65％］
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◀菊切手１銭単貼はがき、朝鮮から
イタリア宛／SEOUL 1909.823。
はがきは、当時の韓国風俗を描いた
絵はがき。
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◀菊切手支那加刷１1/2銭紫
単貼はがき／漢口日本居留
地41.6.12。和文の櫛型日
付印（Ｃ欄局名）を郵便に使
用した数少ない例。［60％］

▲無加刷切手の発行年使用となる朝鮮での明治
32年の使用済で、同年10月１日発行の菊切手７
種ではこうした使用は見たことがない。

▼無加刷切手の発行年使
用となる中国での1899年

（明治32）の使用済で、珍
重されている。同年10月
１日発行の菊切手にもこ
うした使用は見られる。
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▲菊切手朝鮮加刷５銭で、「朝鮮」の加刷文字が右に横ズ
レしている例。未使用（左）と使用済（右）。

▶北米航路で使用された欧文櫛型日付印（阿波丸と
春洋丸）。使用局全揃えも可能な消印のため、こち
らも人気がある。［80％］

▶菊切手２銭の発行初日の丸一型日付印消し
／肥前・佐賀32.1.1。２銭貼第１種便の発
行初日カバーと同様、人気がある。［90％］
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『菊切手発行125周年』
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『2025年日韓国交正常化60周年
「韓国切手展」』

▲第二次普通切手 韓国造幣公社版2000Ｗ最大多
数貼（31枚貼付）カバー。［30％］

▲第二次普通切手 東洋製版印刷版1000
Ｗの黒色プルーフ（部分）。［60％］

▲Ⅱ期 外国郵便、1900年にUPUに加盟〜1905年の日韓併合
までの使用例。李花切手の最高額面となる２圓切手を２枚貼っ
たロシア宛の書留書状。［50％］

◀太極切手初版５分、１
銭、２銭５分のプルーフ
は、これ以外には確認さ
れていない。

▲Ⅰ期 外国郵便、UPU未加盟時期（1895〜1899）の使用例。こ
の時期は国内郵便しか通用しなかったため、太極切手と小判切手
のコンビネーションは極めて少ない。［50％］

『大韓帝国1884-1905』（岩崎善太氏）より

『大韓民国第二次普通切手』
（木戸裕介氏）より

『韓国1945-47
（暫定加刷〜米国軍政１次普通）』

（木戸裕介氏）より
◀昭和切手（第二次５銭２枚）
無加刷の戦後韓国での使用例
／光化門46.2.6。［50％］

▶暫定加刷切手20銭２枚貼書
留便／忠南・丹城46.4.11。
暫定加刷切手20銭の実逓使用
例は現存２点のみ。［50％］

▲暫定加刷切手の見本加刷。
確認されているのは10例
未満。［50％］

▶暫定加刷切手20銭裏面へ
の加刷エラー。15例のみが
知られている。［50％］

 ▲第一次普通切手４Ｗ、14Ｗプルーフ。

▶第一次普通切手14Ｗ淡青色
銘版付き田型。［65％］

▲第一次普通切手500Ｗ２枚貼はがき、オースト
リア宛使用例（開城局）。［50％］

『大韓民国
第一次普通切手』

（木戸裕介氏）より


